To the Memory of the Late Emeritus Professor, Masaharu Tanaka by 田中, 秀夫
Title〈追憶文〉弔辞
Author(s)田中, 秀夫





























カー ル ・クニー ス の経 済 学 講 義 … … … … … …・… 八 木 紀一郎 ユ
ごみ処理広域化 に関す る政策史分析(1)… …・・八 木 信 一 27
1949年ドイ ツ ・マ ル ク切 り下 げ 問題 を め ぐる
米 仏 関 係 … … … ・… … … ・… … ・… … ・… … ・… ・… ・河 暗 信 樹 43
ヴュルテ ンベ ルクにおける編物産業 内の
社 会 的 分 業 の 展 開(2)… ・… … … … ・… ・… … ・・森 良 次 59
日中戦争期 におけるアメ リカの対華支援(1)・・大 石 恵 73
追 憶 文









弔 辞 … … … … … … … … … ・… … … … ・… ・・… … … … 田 中 秀 夫 91
平成12年10月






田 中 .秀 夫
田中先生。突然のご逝去で.した。先週の金曜日に病院にうかがいました時,先生は
「そろそろ皆さんとお躙れしょうとおもてますねん。」 とはっきりと,少 し茶 目っ気を
感 じさせる口振 りでおっしゃいました。あの目先牛は,顔 色もよく,出版計画の込み
入った相談 もできるほどお元気でした。わたしは,まだ当分は大丈夫だと思って帰 りま
した。
ですから昨日,ま ったく忽然 とお亡 くな⑫になったという気持ちを否定できません。
先生は,.大正.i'西年生まれ,京都大学を卒業ののち,大学に残 られ,お よそ25歳から25





















松嶋さんが 「ぼ くは何も出さない」と言われました。すかさず 「きみは知恵を出す」と
先生はおっしゃいました。先生独特のこのような妙答にもう接し得ないと思 うと,まこ
とに淋 しい ものがあ ります。
先生の人生は必ずしも順風満帆ではあ りませんで した。個人的な不幸を幾度も経験さ
れました。 しかし,先生は人生を楽 しむ達人でもあ りました。謡と囲碁をこよなく愛さ
れた先生で したが,わ たしはどちらもや りませんので,不 肖の弟子でありました。
このように人間味あふれる先生に惹かれた人はだくさんあったと思います。先生はま
ことに素晴らしい魅力的な人格の持ち主でした。.先生の残された原稿から,やがて二冊
の本が出来ます。「ウェーバー研究の諸論点」,r一経済学史家の国劇 です。わたした
ちはこれからも.先生のお仕事と人柄をいつも心の片隅において,先生のされようとした
ことを継承 していきたいと思っています..
先生,長 い間,あ りがとうございました。どうか安らかにお休み下さい。
